
支
部
合
同
班
会
や

み
ん
な
の

　
　
　
た
ま
り
場

　
　
助
け
合
い
で

　
「
地
域
で
の
支
え
あ
い
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
と
、

第
39
回
保
健
組
織
活
動
交
流
集
会
が
、
３
月
６
日（
日
）、
新
治
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
２
０
４
人
が
参
加
し
て
、
開
か
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
や
組
合
員
活
動
報
告
・
分
散
会
等
の
集
会
全
体
を
通
じ
て
、

生
協
と
地
域
が
連
携
し
な
が
ら
、
多
く
の
人
が
関
わ
り
、
み
ん
な
で
助
け

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

先
日
、
東
京
丸
の
内
に
あ
る
有
名

書
店
に
立
ち
寄
っ
た
時
の
事
で
あ

る
。
た
か
だ
か
５
０
０
円
の
文
庫

本
の
お
客
に
こ
の
様
に
切
り
出
す

書
店
は
珍
し
い
▼
大
抵
は
、「
カ

バ
ー
は
ど
う
な
さ
い
ま
す
か
？
」

と
か
、「
こ
ち
ら
、カ
バ
ー
は
お
か

け
し
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
う
。
状
況
に
寄
っ

て
は
こ
ち
ら
も
遠
慮
し
て
、「
結

構
で
す
」
と
か
「
そ
の
ま
ま
で
い

い
で
す
」
と
か
回
答
す
る
よ
う
な

時
、「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」と
気

持
ち
の
よ
い
返
答
を
頂
く
事
も
あ

る
が
、返
答
が
な
い
事
も
多
い
。

き
っ
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
返
答
の

方
法
や
内
容
ま
で
書
い
て
な
い
の

だ
ろ
う
▼
ま
た
、「
袋
も
い
ら
な

い
の
で
そ
の
ま
ま
で
い
い
で
す

よ
」
と
気
を
利
か
せ
た
つ
も
り
で

も
、「
ハ
イ
」
と
か
せ
い
ぜ
い
「
シ

ー
ル
を
貼
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ね
」
の
よ
う
な
応
対
が
多
い
よ
う

に
思
う
。
素
直
に
「
恐
れ
入
り
ま

す
」
と
か
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る

書
店
は
ご
く
ま
れ
で
あ
る
▼
カ
バ

ー
の
包
装
を
辞
退
す
る
お
客
は
わ

ず
か
な
金
額
で
も
経
費
節
減
に
つ

な
が
る
の
で
う
れ
し
い
だ
ろ
う

し
、
そ
も
そ
も
面
倒
な
作
業
が
な

く
な
る
の
で
素
直
に
う
れ
し
い
は

ず
で
あ
る
。
地
球
環
境
に
も
双
方

で
貢
献
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
素
直
に
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
出
て

く
る
の
が
自
然
に
思
え
て
仕
方
が

な
い
▼
私
た
ち
医
療
職
も
き
っ
と

同
じ
で
、
心
の
通
い
合
う
本
当
の

〈
接
遇
〉
が
、
い
わ
ゆ
る
接
遇
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
も
っ
と
ず
っ
と
向
こ

う
に
あ
る
の
は
確
か
な
よ
う
だ
。

　
（
み
な
か
み
歯
科
所
長
・
坂
田
）

　
「
カ
バ
ー
を
お
か
け

し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
？
」
と
て
も
上
手

な
応
対
だ
と
思
っ
た
。

一人は万人のために 万人は一人のために

脳の健康を保つには　　右脳は「感情脳」＝音楽を聴き、歌う等。「楽しむ」ことで右脳に質の良い情報が取り込まれ意欲を引き出す。
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第39回保健組織活動交流集会

利根保健生協　2016 年２月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・29,079 人
出 資 金 額・・・・1,522,145,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・52,345 円
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発　行　人　山 田 忠 夫　　　編集　「利根の保健」編集委員会
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集
会
の
最
後
に
は
「
地
域
で
何

を
必
要
と
し
て
い
る
か
。
地
域
で

何
が
で
き
る
か
？
」
を
テ
ー
マ

に
、
７
つ
の
分
散
会
で
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
現
在
の
活
動

を
自
治
体
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
と
り
く
み
と
連
携
さ
せ
る
視

点
が
大
切
。
生
協
『
が
』
か
ら
生

協
『
も
』
へ
の
転
換
が
必
要
に
な

る
」「
多
く
の
人
が
関
わ
り
、
み

ん
な
で
助
け
合
う
こ
と
が
大
事
」

「
制
度
を
改
善
・
充
実
さ
せ
る
要

求
も
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

当
日
、「
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
」
カ
ン
パ
の
呼
び
か
け
に

５
万
１
８
３
９
円
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
医
療
福
祉
生
協
連
を
通
じ

て
、
東
北
被
災
生
協
に
送
ら
れ
ま

す
。

　

組
合
員
活
動
で
は
、
沼
田
西
支

部
の
小
池
よ
し
子
支
部
長
が
、
参

加
者
の
高
齢
化
の
た
め
班
会
開
催

が
難
し
く
な
り
「
班
で
動
け
な
い

な
ら
、
支
部
で
動
こ
う
」
と
支
部

合
同
班
会
を
定
期
的
に
開
催
。
川

田
支
部
の
岡
野
行
男
支
部
長
は
、

た
ま
り
場
「
ひ
だ
ま
り
の
家
」
を

開
設
し
て
２
年
。
カ
ラ
オ
ケ
や
健

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
当
院
の

役
割
や
今
後
進
ん
で
い
く

方
向
を
職
員
一
同
で
決
め

た
も
の
で
す
。「
選
ば
れ

る
病
院
」
に
な
る
た
め
に

は
医
療
の
質
を
高
め
る
こ

と
も
重
要
で
す
が
、
職
員

自
身
が
成
長
す
る
こ
と
が

も
っ
と
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
組
合
員
皆
様
の

御
意
見
が
病
院
や
職
員
を

成
長
さ
せ
る
糧
と
な
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
病
院
で
職
員
は

生
き
生
き
と
活
動
し
て
お

り
、「
誰
で
も
か
か
り
や

す
い
病
院
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
急
性
期
医
療
に

は
さ
ら
に
力
を
注
ぎ
、
予

防
医
療
に
も
力
を
入
れ
、

利
根
沼
田
地
域
の
健
康
づ

く
り
を
種
々
の
連
携
を
活

か
し
、
地
域
医
療
に
貢
献

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

新
病
院
に
移
転
し
、
新

し
い
1
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域

の
皆
様
が
、
地
域
唯
一
の

総
合
病
院
機
能
を
有
し
て

い
る
当
院
に
、
新
た
な
期

待
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
新
院
長

と
と
も
に
病
院
全
体
・
地

域
全
体
を
視
野
に
い
れ
た

業
務
に
邁
進
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　

当
院
は
地
域
の
中
核
病

院
で
あ
り
、
臨
床
研
修
病

院
で
も
あ
り
ま
す
。
若
い

医
師
が
勉
強
し
た
い
と
思

っ
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
病
院
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
が
、
こ
の
地
域
の

医
療
に
と
っ
て
大
事
な
こ

と
と
考
え
ま
す
。
私
も
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
が
定
着
。
資

源
回
収
の
収
入
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
補
助
金
な
ど
運
営
資
金
確
保

の
と
り
く
み
を
紹
介
。
み
な
か
み

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
田
村
照
代
理
事

か
ら
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
制
に
な
り
、

活
動
の
課
題
が
明
確
に
な
る
と
同

時
に
、
意
見
交
換
が
活
発
に
な
っ

た
利
点
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
「
谷
間
の
ゆ
り
フ
ラ
シ

ス
タ
ー
ズ
」
に
よ
る
可
憐
な
フ
ラ

ダ
ン
ス
で
開
会
し
、
来
賓
の
岸
良

昌
み
な
か
み
町
長
か
ら
「
地
域
で

の
皆
さ
ん
の
活
動
に
期
待
し
ま

す
」
と
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
医
療
福
祉
生

協
連
の
松
本
弘
道
常
務
理
事
が

「
地
域
包
括
ケ
ア
・
総
合
支
援
事

業
と
求
め
ら
れ
る
組
合
員
活
動
」

に
つ
い
て
講
演
。「
組
合
員
と
職

員
が
力
を
合
わ
せ
て
、
助
け
合
う

仕
組
み
を
活
か
す
こ
と
が
医
療
福

祉
生
協
ら
し
い
地
域
包
括
ケ
ア
。

多
く
の
組
合
員
参
加
が『
カ
ギ
』」

　

全
国
の
進
ん
で
い
る
と
り
く
み

と
し
て
「
ひ
と
り
の
困
っ
た
」
に

寄
り
添
う
「
お
た
が
い
さ
ま
運

動
」、
支
部
で
配
食
サ
ー
ビ
ス
や

ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
で
暮

ら
す
人
の
た
め
に
始
め
て
い
る
こ

と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
自
分
た
ち

の
活
動
の
参
考
に
な
る
内
容
に
参

加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

院
長
・
副
院
長
の
新
体
制

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
か
か
り
や
す
い
外
来
　

断
ら
な
い
入
院
　

選
ば
れ
る
病
院
」

1,888人から
4,374坪（17,496万円）

一坪増資運動
（2016年３月24日現在）

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
と ね 診 療 所
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片 品 村 鎌 田
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活動報告

分散会



　

利
根
保
健
生
協
と
「
利
根
沼
田

九
条
の
会
」
が
協
同
し
て
、
毎
月

９
日
に
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
反

対
、
憲
法
９
条
を
暮
ら
し
に
活
か

す
こ
と
を
求
め
て
、
街
頭
宣
伝
等
の
行
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
２
０
１
４
年
の
10
月
か
ら
始
め
て
、
余
程

の
悪
天
候
で
な
い
限
り
、
毎
月
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
９
日
の
「
９
の
日
行
動
」
は
、
雨
の
降
る
寒

い
中
、
み
な
か
み
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
の
協
力
も
あ
り
、

６
名
が
参
加
し
て
、

月
夜
野
ベ
イ
シ
ア
前

で
の
街
頭
宣
伝
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
継
続
し
た
取
り
組

み
が
定
着
し
て
き

た
。
今
後
も
続
け
よ

う
。
活
動
地
域
を
広

げ
る
こ
と
も
大
切
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

３
月
８
～
９
日
の
２
日
間

に
、高
校
生
看
護
体
験
を
開
催

し
、
利
根
沼
田
の
５
校
と
、
渋

川
女
子
、
吾
妻
、
中
之
条
の
各

校
１
・
２
年
生
合
計
で
、
64
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
病
棟
に
入
り
、

血
圧
測
定
や
患
者
さ
ん
の
ケ

ア
。
午
後
は
病
院
見
学
、手
洗

い
体
験
、注
射
器
の
使
い
方
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

初
日
は
予
想
以
上
に
参
加

者
が
多
く
、１
人
の
患
者
様
に

７
人
の
高
校
生
が
交
替
で
、手

浴
・
足
浴
を
体
験
す
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生

か
ら
は「
患
者
さ
ん
と

距
離
が
近
い
。大
切
に

し
て
い
る
感
じ
が
し

て
、将
来
こ
う
い
う
病

院
で
働
き
た
い
」、「
患

者
さ
ん
に“
が
ん
ば
っ

て
ね
”と
言
っ
て
い
た

だ
い
て
、そ
れ
が
何
よ
り
も
嬉

し
か
っ
た
」と
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

夏
に
も
企
画
を
す
る
予
定

で
す
。多
く
の
参
加
者
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

利
根
保
健
生
協
が
主
催
す
る
第
31
回
「
囲
碁

大
会
」
が
３
月
13
日
、
と
ね
診
療
所
待
合
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
入
門
レ
ベ
ル
か
ら
有
段
者
ま
で
、

棋
力
に
応
じ

た
四
段
階
か

ら
な
る
ク
ラ

ス
戦
が
行
わ

れ
、
44
人
が

参
加
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
か

ら
は
、「
普

段
会
え
な
い

人
と
も
対
戦

で
き
、
楽
し

い
一
日
を
過

利 根 の 保 健

口を使う＝話す。食べる。口の中の手入れを行う。しっかり噛む。「あじわう」ことは脳への大事な情報源。
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〈
沼
田
西
支
部
〉

平
形　

佳
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鈴
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栄
里

星
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元
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須
田
真
智
子

〈
利
南
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霜
垣
ユ
ミ
子

小
池　

文
恵

金
井　

瑞
希

武
井　

君
江

坂
爪　

純
一

坂
爪　

清
子

〈
池
田
支
部
〉

友
野
つ
る
江

松
井　

早
苗

田
村　
　

勝

〈
薄
根
支
部
〉

高
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望

〈
白
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部
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尾
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た
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利
根
北
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部
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金
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猪
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吉

原
口
庄
二
郎

〈
片
品
支
部
〉

星
野
よ
し
枝

笠
原
タ
マ
子

笠
原　

辰
巳

笠
原　
　

元

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

後
藤
は
る
江

千
明
美
佐
子

櫛
淵　

達
弥

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

中
川　

昭
子

〈
水
上
支
部
〉

今
井
ふ
さ
代

小
林　

良
二

阿
部　

尚
樹

〈
昭
和
東
支
部
〉

髙
橋　

紹
郎

髙
橋　

里
子

〈
昭
和
南
支
部
〉

関
上
千
鶴
子

諸
田　

幸
代

諸
田　

福
子

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
２
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
64
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

２
月
の

新
加
入
者

１人でも多くの人にひろげよう
「戦争法廃止を求める

全国２０００万統一署名」
　

先
月
の
機
関
紙
と
と
も

に
配
布
し
た
署
名
は
、利
根

保
健
生
協
全
体
で
約
２
，０

０
０
筆（
３
月
15
日
現
在
）

が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。
目

標
は
、
１
０
，
０
０
０
筆
で

す
。さ
ら
な
る
と
り
く
み
の

広
が
り
が
必
要
で
す
。

　

班
会
で
署
名
用
紙
を
持

参
し
て
取
り
組
ん
だ
班

や
、「
こ
の
署
名
は
た
い
せ

つ
な
内
容
だ
」
と
各
組
合

員
に
訴
え
た
支
部
役
員
な

ど
、活
動
の
状
況
は
様
々
で

す
。

　

署
名
用
紙
が
ご
自
宅
に

眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
１

筆
で
も
多
く
広
げ
て
い
た

だ
き
、
署
名
を
お
寄
せ
下

さ
い
。（
５
筆
難
し
い
場
合

は
、
１
筆
で
も
提
出
可
）

【
署
名
用
紙
の
提
出
に
つ
い
て
】

①
４
月
15
日
を
提
出
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
集
会
に
提
出
し
ま
す
。）

②
提
出
先
は
、
お
近
く
の
支
部
役
員
か
、
利
根
保
健
生
協
の
各

事
業
所
ま
で
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

友情列車「ひまわり号」が今年も走ります！

日　時：５月２２日（日）　午前7：40分
　　　　沼田駅発⇒渋川駅⇒新前橋駅⇒高崎駅

場　所：東京築地場外

参加費：大人6,000円 中高生4,000円 子供3,000円

募集人数：120名

申込先：〒378-0035　沼田市井土上町1173-2　　
　　　　野村　操　☎090-7800-0961

締　切：4月22日（金）
※障害のある方と一緒に一日を楽しく過ごしましょう。
※ボランティアの参加も募集します。

高
校
生
一
日
看
護
体
験

64
名
が
参
加

「 　
の
日
行
動
」

日 

時	

５
月
３
日（
火
）

	

開
場
／
午
前
11
時
30
分　

開
会
／
12
時
55
分
〜

	

閉
会
／
午
後
３
時
55
分

場 

所	

群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
市
）

記
念
講
演	

「
日
本
の
未
来
は
私
た
ち
が
つ
く
る
」

	

東
京
大
学
大
学
院
教
授
「
9
条
の
会
」　
　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

小
森
陽
一
氏

記
念
公
演	

ス
タ
ン
ダ
ッ
プ 

コ
ミ
ッ
ク　

松
元
ヒ
ロ
氏

参
加
費 

５
０
０
円

※
利
根
沼
田
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す
。
バ
ス
代
１
，
５
０
０
円

※
参
加
申
し
込
み
先
：

　

利
根
保
健
生
協 

組
織
部
（
☎
22
‐
２
３
０
０
）

第
32
回 

憲
法
記
念
日
集
会

◆
各
ク
ラ
ス
の
成
績
と

　

参
加
者
数

（土曜日限定）２０１６年４月２日 (土 )より

≪ご利用について≫
１. 組合員の通院及び玄関ボランティアの方を優先とします。
２. 事前に利用日と路線途上の乗降希望場所をご連絡ください。
３. 定員になりしだい〆切とさせていただきます。（10 人乗りの車両）

≪ご予約・お問い合わせ≫
平日8:40～16:30、土8:40～12:00
利根中央病院 生協ルーム 通院支援係（☎ 22-5050）まで

組 合 員
通院支援

土曜日の通院支援のご案内
《ルート》 榛名町

運行ルート

◯沼田警察署◎市役所東原庁舎
　保健福祉センター

◎沼田市役所

沼田高校

沼田脳神経外科

利根実業高校

←
至

岩
本

砥石神社

利南公民館◎

⻆田外科医院

沼田病院

・東和銀行
沼
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

☆利根保健生協

☆利根中央病院

案内板

沼
田
駅

西倉内

上沼須

≪行き≫
8：10発
生協本部

（旧利根中央病院：東原新町）
➡

8：25着
利根中央病院

（沼須町）
……………………………
《帰り》

11：45発
利根中央病院

（沼須町）
➡

12：00着
生協本部

（旧利根中央病院：東原新町）

ご
せ
た
」、「
ま
た
来
年
も

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と

感
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

Ｓ
ク
ラ
ス
（
五
〜
九
段
）
15
人

優　

勝　

佐
藤　

禎
通
（
沼
田
西
支
部
）

準
優
勝　

木
村　

重
光
（
沼
田
中
支
部
）

第
三
位　

原
澤　

良
男
（
利
南
支
部
）

　

Ａ
ク
ラ
ス
（
三
〜
四
段
）
11
人

優　

勝　

堀
口　

稔
夫
（
沼
田
中
支
部
）

準
優
勝　

阿
部　
　

茂
（
月
夜
野
西
支
部
）

第
三
位　

左
部
巳
市
郎
（
池
田
支
部
）

　

Ｂ
ク
ラ
ス
（
初
〜
二
段
）
６
人

優　

勝　

角
田　

勝
義
（
沼
田
東
支
部
）

準
優
勝　

田
村　

賢
一
（
池
田
支
部
）

第
三
位　

阿
部　

圭
助
（
水
上
支
部
）

　

Ｃ
ク
ラ
ス
（
級
）
12
人

優　

勝　

塩
野　

大
吉
（
沼
田
東
支
部
）

準
優
勝　

阿
部
完
一
郎
（
池
田
支
部
）

第
三
位　

阿
部　
　

守
（
池
田
支
部
）

熱
闘
！

第
31
回
囲
碁
大
会

Ｓ
ク
ラ
ス
優
勝
は

佐
藤
禎
通
さ
ん

通院支援車両

【社保学校】開催のお知らせ
日時 	４月１３日（水） 
	 午後5時30分～午後7時
場所 	利根中央病院　２階研修室

内容 	戦争法について考える集会

参加費 	なし（カンパは受け付けます。）

申し込み 	当日自由参加

・戦争法について参加者の意見を聞いてみ
　よう！

・自分の思いを語ってみよう！

・幅広い年代や、各層、様々な団体の方の
　参加をお待ちしています。



　

五
十
肩
と
は
？

　

そ
も
そ
も
五
十
肩
と
は
、
中
年

以
降
（
特
に
50
代
）
に
多
く
発
生

す
る
「
肩
関
節
の
痛
み
」「
動
き

の
制
限
」
を
主
症
状
と
す
る
病
気

の
俗
称
で
、
一
般
的
に
は
「
肩か

た
関か

ん

節せ
つ

周し
ゅ
う

囲い

炎え
ん
」
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

「
周
囲
炎
」
と
あ
る
よ
う
に
、
肩

関
節
は
も
ち
ろ
ん
周
辺
の
筋
肉
や

そ
の
他
組
織
に
炎
症
な
ど
何
ら
か

肩
の
打
撲
・
軽
い
ケ
ガ
な
ど
長
年

の
ダ
メ
ー
ジ
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と

で
炎
症
や
変
性
を
起
こ
す
こ
と
が

主
な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

は
っ
き
り
と
し
た
原
因
が
わ
か
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

症
状
は
？

一人は万人のために 万人は一人のために

脳は沢山の酸素と血糖を消費。常に血液からの補給に頼る。補給路である動脈の弾力性を保ち動脈硬化を予防する。

（３） 第559号2016年４月１日（毎月1回1日発行）

の
障
害
が
お
こ
っ
た
状
態
を
指
し

ま
す
。

　

50
代
に
多
く
発
生
す
る
だ
け
で

あ
っ
て
、
幅
広
い
年
代
に
発
生
す

る
病
気
で
す
。（
40
代
の
方
に
は
少

し
気
を
使
っ
て
四
十
肩
と
言
っ
た

り
し
ま
す
が
…
…
）

　

原
因
は
？

　

肩
関
節
を
構
成
す
る
骨
・
筋

肉
・
靭
帯
な
ど
の
組
織
が
、老
化
や

米
寿
な
ほ
生
き
る
喜
び
聞
く
初
音

待
ち
に
待
つ
沼
田
の
真
田
春
来
る

か
た
く
り
に
笑
み
の
限
り
を
石
地
蔵

娘

な

く

雛

な

き

家

の

桜

餅

天
つ
日
の
生
命
新
た
や
芽
水
仙

薮

椿

夕

日

誘
ゐ
て
ひ
か
り
を
り

病

増

え

食

前

薬

に

惑

ふ

春

ス
マ
ホ
か
ら
蘭
の
香
り
の
匂
う
ご
と

竹
箒
擦
り
減
ら
し
た
る
彼
岸
寺

水

底

の

水

屯

し
て

水

温

む

春
色
に
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
る
る
妣
の
も
の

老
い
た
れ
ど
く
る
日
も
ひ
ね
も
す
春
よ
来
よ

夢

少
し
温
め
米

寿
の
梅

日

和

畦
ひ
と
つ
く
づ
し
て
春
田
打
ち
は
じ
め

残

雪
を
借

景
に
置
き
庭
の
ど
か

春
風
に
お
い
て
行
か
れ
し
白
き
も
の

沼
田
市
清
水
町	

笛
田　

昭
二

沼
田
市
坊
新
田
町	

あ
べ
け
い
い
ち

沼
田
市
桜
町	

名
胡
桃
董
光

沼
田
市
高
橋
場
町	

永
井　

永
陽

沼
田
市
高
橋
場
町	

片
桐　

初
恵

沼
田
市
高
橋
場
町	

片
桐　

佳
之

沼
田
市
横
塚
町	

星
野　

順
子

沼
田
市
久
屋
原
町	

狩
野　

章
子

沼
田
市
沼
須
町	

角
田
ひ
ろ
子

沼
田
市
栄
町	

貝
瀬　

久
代

沼
田
市
栄
町	

戸
丸　

雅
代

沼
田
市
新
町	

須
藤　
　

薫

沼
田
市
上
発
知
町	

桑
原　

紫
陽

沼
田
市
硯
田
町	

阿
部　

ま
つ

川
場
村
生
品	

桑
原
あ
や
子

み
な
か
み
町
湯
原	

石
田
み
よ
子

沼
田
市
薄
根
町	

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
柳
町	

津
久
井
富
子

沼
田
市
堀
廻
町	

今
井　

栄
一

薬

か
ら

墓

場
の

話

ク
ラ
ス

会

鷹
の
爪
怯
え
ず
向
か
え
我
が
憲
法

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
株
価
下
落
支
え
ら
れ
づ

　
名
前
は
よ
く
聞
く
五
十
肩
で
す
が
、
意
外
と
そ
の
症

状
や
対
処
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
間
違
っ
た
対
処
を
し
て
余
計

に
痛
み
が
強
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
ん
な
五
十
肩
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き

ま
す
。

さ
れ
ま
す
。

【
急
性
期
】

　

炎
症
を
起
こ
し
た
筋
肉
や
関
節

の
中
の
痛
み
が
主
に
み
ら
れ
、
安

静
に
し
て
い
て
も
「
ズ
キ
ズ
キ
」

と
痛
み
が
あ
り
、
腕
を
動
か
し
た

と
き
（
運
動
時
）
や
動
か
し
た
後

（
運
動
後
）、夜
間
に
痛
み
が
激
し

く
な
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。
痛

み
は
肩
だ
け
で
な
く
腕
全
体
に
放

散
し
、
む
く
み
を
起
こ
す
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
「
五
十
肩
は
動
か
さ
な
い
と
良

く
な
ら
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
方

も
多
く
い
ま
す
が
、
急
性
期
や
症

状
の
強
い
方
に
対
し
て
は
「
腱け

ん
板ば

ん

損そ
ん

傷し
ょ
う」（
図
１
）
な
ど
の
重
大
な
症

状
を
引
き
起
こ
す
危
険
や
、
炎
症

を
強
く
し
て
し
ま
い
非
常
に
危
険

な
た
め
、
以
下
の
対
応
を
お
勧
め

し
ま
す
。

①
極
力
動
か
さ
な
い
：
掃
除
や
洗
濯

な
ど
の
家
事
動
作
は
必
要
最
低

限
と
し
、
家
族
に
協
力
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。（
夜
間
に
痛
み

が
強
く
出
現
す
る
場
合
は
、
日

中
の
使
い
過
ぎ
が
原
因
な
こ
と

が
多
い
）
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は

三
角
巾
で
腕
を
吊
っ
て
い
る
く

ら
い
の
気
持
ち
で
す
。

②
温
泉
な
ど
で
温
め
な
い
。（
温
め

ら
れ
る
こ
と
で
炎
症
が
強
く
な

る
）

③
寝
る
と
き
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

2016. ４月号

　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
前
に
遭
遇
し
た

残
酷
な
殺
し
合
い
で
命
拾
い
を
し

ま
し
た
。
当
初
、
開
拓
に
行
っ
た

私
達
で
す
が
、
軍
の
貨
物
廠

し
ょ
う
警

備
に
行
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ

で
ソ
連
軍
の
侵
入
で
包
囲
さ
れ
ま

し
た
。
夜
中
に
ひ
そ
か
に
そ
こ
を

脱
出
し
て
、
夜
通
し
走
っ
て
、
爆

破
寸
前
の
鉄
橋
を
渡
り
ま
し
た
。

　

牡
丹
江
の
本
廠
に
着
く
と
そ
こ

も
爆
撃
さ
れ
て
国
道
に
で
ま
し

た
。
国
道
は
ト
ラ
ッ
ク
、
兵
隊
で

ご
っ
た
返
し
、
実
戦
経
験
の
あ
る

班
長
に
つ
い
て
坂
を
下
り
線
路
に

出
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
続
々
と
襲
来
し
た
ソ

連
の
戦
闘
機
が
機
銃
掃
射
を
開

始
。
ト
ラ
ッ
ク
二
台
の
貨
物
廠
の

女
子
要
員
も
全
員
射
殺
さ
れ
、
逃

げ
場
の
な
い
国
道
は
死
体
の
山
で

す
。
間
一
髪
で
助
か
っ
た
私
た
ち

も
、
四
日
間
食
う
物
も
な
く
逃
避

行
、夜
昼
休
ま
ず
眠
ら
ず
、一
時
間

歩
い
て
五
分
の
休
憩
。
防
毒
面
、

手
榴
弾
、
二
百
発
の
小
銃
弾
も
五

発
残
し
て
捨
て
ま
し
た
。
体
力
の

無
い
私
は
、
み
ん
な
か
ら
遅
れ
て

し
ま
い
、
一
人
だ
け
に
な
り
ま
し

た
。
自
決
を
覚
悟
し
、
線
路
を
離

れ
、
ヨ
モ
ギ
の
茂
み
に
入
り
、
銃

を
心
臓
に
当
て
足
の
親
指
で
引
き

金
を
押
す
た
め
に
靴
を
脱
ご
う
と

前
か
が
み
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
意

識
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
眠
っ
た
せ
い
か
意
識

が
戻
り
、
ま
た
歩
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
地
人
の
家
が
あ
っ

た
の
で
、
中
へ
入
っ
て
食
べ
物
を

探
し
た
が
何
も
無
く
、
裏
へ
回
り

畑
で
見
つ
け
た
し
な
び
た
胡
瓜
を

か
じ
っ
た
ら
生
気
を
取
り
戻
し
、

そ
の
夜
本
隊
に
合
流
。
そ
こ
で
も

ら
っ
た
お
む
す
び
二
つ
、
食
べ
だ

し
た
ら
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
の
三
日
後
、
終
戦
に
な
り
ま

し
た
。
七
十
年
前
の
忘
れ
ら
れ
な

い
体
験
の
ひ
と
こ
ま
で
す
。

残
酷
な
殺
し
合
い
に
運
よ
く
助
か
る

み
な
か
み
町
入
須
川
　
上
村
　
　
広
　

戦争
体験記

図１：右肩関節を正面から見た図。
腱板は肩関節の最も深い場所に
あって関節を安定させる働きを
持つ。腱板と呼ばれる筋は４つほ
どあるが、図の部分が最も損傷
を起こしやすい。60歳以上の約
25％の人に損傷があると言われ
ているが無症状や五十肩と似た
症状のことが多い。

図２：写真のパターンが代表的（自
分の楽な姿勢になるよう工夫しま
しょう）。
肩から肘までしっかりサポートす
ることがポイント。

＊
俳
句
（
当
季
雑
詠
）・
短
歌
・
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

毎
月
15
日
頃
締
切
。

　
　
　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一
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メ
ー
ル
投
稿

　

肩
関
節
は
関
節
の
中
で
も
最
も

多
様
な
動
き
を
す
る
関
節
で
、
関

節
の
運
動
に
関
わ
る
組
織
も
最
も

多
い
た
め
、
一
言
で
「
肩
関
節
周

囲
炎
（
五
十
肩
）」
と
言
っ
て
も
症

状
は
様
々
で
個
人
差
の
非
常
に
大

き
な
病
名
と
言
え
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
、
数
週
間
か
ら
数

か
月
で
徐
々
に
痛
み
は
緩
和
さ

れ
、
動
き
も
改
善
し
て
き
ま
す

が
、
夜
間
の
痛
み
が
非
常
に
強
く

腕
も
ほ
と
ん
ど
上
が
ら
な
く
な
っ

た
状
態
が
延
々
と
続
く
よ
う
な
重

い
症
状
に
悩
ま
さ
れ
、
日
常
生
活

も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

五
十
肩
だ
か
ら
と
安
易
に
無
理

な
運
動
を
す
る
な
ど
適
切
な
対
応

を
し
な
い
で
い
る
と
、
手
術
が
必

要
な
重
大
な
症
状
に
発
展
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

間
違
っ
た
対
応
で
症
状
を
悪
化

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
ご
自
分
の

今
の
状
態
を
理
解
す
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
で
す
。
肩
関
節
周
囲
炎

の
病
態
は
、主
に
「
急
性
期
」「
回

復
期
」「
慢
性
期
」
の
３
つ
に
分
類

利根中央病院
リハビリテーション室
理学療法士

石 井 　 亮

窓
越
し
に
緑
に
映
え
て
山
桜
旅
路
の
バ
ス
は
風
薫
り
行
く

　陽
は
落
ち
て
風
あ
る
さ
ま
や
冬
空
の
雲
ち
り
ぢ
り
に
さ
す

ら
い
て
行
く

虎
落
笛
切
な
き
亡
母
の
声
に
似
て
目
覚
め
る
夜
半
や
月
は

上
弦
　

春
浅
き
野
辺
に
囀
り
聞
き
な
が
ら
青
空
望
む
朝
日
の
眩
し

　つ
つ
が
な
く
過
ぎ
る
一
日
の
心
地
よ
さ
黄
金
に
勝
る
至
福

と
な
り
ぬ

は
だ
れ
雪
跳
ね
馬
現
わ
る
双
耳
峰
急
か
さ
れ
し
ご
と
農
機

手
入
れ
す

高
校
の
決
ま
り
て
女
孫
と
握
る
手
は
笑
顔
と
共
に
温
も
り

つ
た
ふ

心
打
つ
孫
の
作
文
よ
み
な
が
ら
お
さ
な
日
思
い
成
長
う
れ
し

　ク
ロ
ッ
カ
ス
紫
黄
と
咲
き
競
ひ
し
ば
し
足
止
め
花
に
見
入
る

沼
田
市
西
原
新
町	

津
久
井　

四
女
子

　
沼
田
市
高
橋
場
町	

森　

田　

妙　

子

　
沼
田
市
上
発
知
町	

田　

村　

稲　

雀

　
片
品
村
幡
谷	

千　

明　

洋　

子

　
み
な
か
み
町
下
牧	

木　

村　

美　

里

　
み
な
か
み
町
後
閑	

番　

場　

正　

夫

　
み
な
か
み
町
湯
原	

渡　

丸　

共　

代

　
み
な
か
み
町
湯
宿
温
泉	

田　

村　

ふ　

さ

　
み
な
か
み
町
東
峰	

河　

合　

な
み
江

個
人
差
が
大
き
い

五 

十 

肩

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
（
図
２
）

④
強
い
症
状
が
長
期
化
し
た
ら
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
。

【
回
復
期
】

　

急
性
期
の
よ
う
な
安
静
時
の
痛

み
は
無
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、

動
き
の
制
限
や
運
動
時
の
痛
み
が

残
る
た
め
無
理
を
せ
ず
痛
み
の
な

い
範
囲
で
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

【
慢
性
期
】

　

動
き
の
制
限
や
運
動
時
の
痛
み

は
徐
々
に
改
善
す
る
た
め
積
極
的

に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
運
動
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

慢
性
期
に
な
っ
て
も
動
き
の
制

限
が
非
常
に
強
く
残
っ
て
し
ま
い

運
動
時
や
夜
間
の
痛
み
が
長
く
続

く
と
い
っ
た
方
も
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
場
合
は
無
理
を
せ
ず
、
な

る
べ
く
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し

て
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

早
め
の
受
診
を

　

現
在
、
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
さ
れ

て
い
る
多
く
の
方
に
「
も
っ
と
早

く
受
診
す
れ
ば
良
か
っ
た
」「
間
違

っ
た
対
応
で
痛
み
を
強
く
し
て
い

た
」
な
ど
の
声
が
聴
か
れ
ま
す
。

　
「
歳
の
せ
い
だ
か
ら
し
か
た
な

い
」「
こ
の
程
度
で
受
診
し
て
も

…
…
」
な
ど
と
あ
き
ら
め
て
し
ま

っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

痛
み
や
動
き
の
制
限
が
な
か
な

か
改
善
し
な
い
方

や
、
い
ろ
い
ろ
通
っ

た
が
良
く
な
ら
な
い

と
い
っ
た
場
合
は
早

め
に
専
門
医
に
受
診

す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
も
し
か
し

た
ら
「
五
十
肩
で
は

な
か
っ
た
！
」
な
ん

て
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

腱板

関節包

肩峰下滑液包

三角筋

関節包



初診外来
午前
午後

第８回グラウンドゴルフ大会
【 日 時 】5月17日（火）開会9：00～
【 場 所 】みなかみ町総合運動場（ホッケー場）
【参加費】300円
【申込先】各支部の実行委員　締切：4月22日（金）
　　※各自、弁当・飲み物・
　　　油性ボールペンを持参
　　※増資・健康チェックコーナー、
　　　支部出店あります。
　●問い合わせ先●
　　　組織部 ☎22−2300

◆初診外来

◆泌尿器科外来

急な症状や予約外の患者様を対象とする初診外来は、午前２名、午後１名の医師体制へと拡
充します。主にはＡブロック総合診療科が担当します。

泌尿器科外来の体制は下記のとおり変更となります。月曜・木曜は休診となりますが、診療
単位は現状とほぼ同数で、午後の受診を拡充します。

※必要に応じて泌尿器科外来へご紹介します。
　上記初診外来でも頻尿・血尿などの診療対応が可能ですのでご相談ください。

今後も外来のかかりやすさを求め最大限努力します。ご理解ご協力お願いします。

運動って
どれくらいするの？

掲載希望の方は ①お子様氏名 ②年齢
③住所 ④コメント（13文字以内）
⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。

編集事務局  E-mail:sukusuku-tone@tonehoken.or.jp

利 根 の 保 健 （４）第559号2016年４月１日（毎月1回1日発行）

昭
和
村
貝
野
瀬

沼
田
市

横
坂　

奏
か
な
と

く
ん
（
５
歳
）

戸
塚
は
な
ち
ゃ
ん
（
１
歳
９
ヵ
月
）

元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！

我
が
家
の
姫
は
ワ
ン
ワ
ン
大
好
き
♥

班会あれこれ
おらがまちのおらがまちの

利根北　穴原合同班

沼田北　福寿会

片品　菅沼合同班

年間計画づくり、大腸がんチェック

認知症の話、体組成チェック

脳いきいき体操、足指力チェック
大腸がんチェックの結果に、みんなひと安心。

「大腸がんになりにくい食事」も話題になりました。

介護保険のしくみを学び、簡単な言葉の問題で脳も活
性化。「今日は来てよかった」「また来てもらいたいね」
と喜びの声がありました。

「あ～間違えた」と間違えるごとに笑いもおこりました。
体も温まり “ポカポカ”になったよ♪

沼田東
　

沼田中
沼田南
沼田北
池　田

利根南

片　品

川　場
利　南
沼田西

薄　根

川　田

月夜野東

月夜野西

猿ヶ京
須　川

職域・他

病棟・他

総計

生方　輝房
中村　慎二
小林永久子
小野　のぶ
得能　淑子
雲越　タカ
染谷はるい
高橋　道子
綿貫　藤江
馬場半次郎
永井　達郎
木内　仁志
田中　勝行
塩野みどり
木村　畯一
阿部　　守
片野　万平
中澤みさ子
木村アヤ子
生方つね子
三代　芳恵
佐々木明美
戸丸　長太
星野　　司
小野里まさ代
織田澤澄世
小池よし子
渡辺　春子
佐藤　郁子
斉藤　初江
岡嶋　禎子
加藤　岩男
久枝　　允
知久ちょう
中村　ちよ
岡野　行男
岡野　行男
尾崎　雅子
真庭　利治
中村　秀夫
渋谷　典子
山田八重子
高橋　ミネ
都丸　富子
長濱　水郎
丸山　　功
岡田　完二
石田千恵子
林　　茂昭
富沢カヅエ
竹田つや子
山岸　克子
岡嶋　禎子
綿貫　敦史
片野美恵子

体脂肪と脳トレ
体脂肪と脳トレ
アカンベ・尿チェック
手指体操で脳の活性化
はやり目（結膜炎）について
はやり目（結膜炎）について
筋トレ
筋トレ
インプラント・酸蝕歯について
腰痛の予防と対策
俳句会
笑いヨガ
笑いヨガ
笑いヨガ
笑いヨガ
笑いヨガ
笑いヨガ
笑いヨガ
笑いヨガ
笑いヨガ
ヨガ・体組成チェック
認知症予防
セラバンド・あいうべ体操
セラバンド・あいうべ体操
健康で長生きのコツ
コレステロールのはなし
身体に良いおやつを作ろう
身体に良いおやつを作ろう
身体に良いおやつを作ろう
身体に良いおやつを作ろう
身体に良いおやつを作ろう
身体に良いおやつを作ろう
年間計画づくり・脳トレ
年間計画づくり・脳トレ
年間計画づくり・脳トレ
健康マージャン広場（８回）
業務用カラオケを楽しもう（11 回）
尿失禁のはなし
尿失禁のはなし
尿失禁のはなし
体組成チェック
年間計画づくり
年間計画づくり
健康促進お茶会
食物アレルギーについて
食物アレルギーについて
ころばん・セラバン体操
ころばん・セラバン体操
おしかけ班会
誤嚥性肺炎について
年間計画づくり
年間計画づくり
脳いきいき・ラジオ体操（３回）
新年会
冷え性対策

5
4
5
4
3
3
8
7
5
5
4
3
4
3
4
3
3
3
4
3
7
6
4
4
7
4
4
3
4
3
4
3
4
4
4

112
98
5
4
4
4
3
3
7
4
4
4
3
10
7
5
5
19
5
17

上原町 7-3
上原町 7-1
材木町11-3
材木町 1
西原新町11-1
東原新町13-2
東原新町９
東原新町５
沼田中支部合同
鍛冶町 10
いこい句会
中発知町 木内
中発知町 岩木１
中発知町 岩木２
中発知町 木村
中発知町 店
中発知町 田中
中発知町 板屋
中発知町 原
中発知町 東西
タナテクテクヤング
二本松１
菅沼１
菅沼２
中野合同
上久屋馬場
清水町合同
清水町合同
薄根町合同
薄根町合同
榛名町合同
榛名町合同
井土上町合同 1
井土上町合同 2
井土上町合同 3
ひだまりの会
ひだまりの会
政所合同
真庭合同
真庭合同
後閑 下入
下牧 原の中
下牧 原－２
さわやか班
月夜野 町組 12-1
月夜野 町組 2-2
月夜野 橋下合同
月夜野 橋上合同
相俣合同
須川 十二河原
須川 須川２
須川 須川４
福寿草
フットサル班
ふれあいの輪

74 班

２月班会開催一覧
支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名

471 人

月夜野東　真庭・政所合同班

お雛様づくり、年間計画づくり
桃の節句に合わせて折り紙でお雛様をつくりました。お
餅と赤飯を食べてお祝い。あいうべ体操でしっかり健康
づくりもしました。

今月の
注目班

利根中央病院４月からの外来診療体制のお知らせ

利根保健生協

第８回グラウンドゴルフ大会

糖尿病教室のお知らせ 湯原地域配布者交流会

【期間】平成28年6月4日（土）～10月29日（土）
【場所】老健とね「多目的室」
【定員】20名　　【受講料】60,000円
【問い合わせ】介護老人保健施設とね
　　　　　　　☎22−8855（倉持）

糖尿病は生活習慣病の代表的な病気。糖尿病の基礎
的な知識について、専門スタッフが分かりやすく説
明します。
【日時】4月23日（土）
【受付】9：30～
　　　　開始10：00（1時間程度の予定）
【場所】病院1階「組合員ホール」

～今回のテーマ～

糖尿病って
どんな病気？

合併症って
怖いの？

参加自由：無料

喫煙は動脈硬化の危険因子。飲酒も過ぎれば害、「週 2 回の禁酒で脳への害はあまり無い」とも。

泌尿器科
午前
午後

月
２診体制

○

月

休診

火
２診体制

○

火
○
○

水
２診体制

○

水
○

木
２診体制

○

木

休診

金
２診体制

○

金
○
○

土
○

土
○

介護職員初任者研修
（旧ヘルパー2級） 受講生募集　定款区域内である沼田市、利根郡、吾妻

郡一円、旧子持・赤城村に転居される場合
は、住所変更の手続きが必要となります。
　区域外へ転居する場合は、脱退手続き
の後、出資金をお返しすることになって
おります。
  　　連絡先 生協本部 ☎22-6060

転居の連絡を生協本部へ

湯原地域の班長が集まり、健康チェックや脳トレなど
で交流を深めました。 脳トレでは、認知症予防にいい
と支部役員も含めて全員で楽しく頭の体操。

水上

受付
５月より


